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中尾一彦・病院長 長崎県難病医療連絡協議会　理事 長崎県

中尾一彦・病院長 長崎県保健医療対策協議会　委員 長崎県

中尾一彦・病院長 特定疾患対策協議会審査委員 長崎県

中尾一彦・病院長 長崎県医療審議会　委員 長崎県

中尾一彦・病院長
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宮明寿光・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

赤澤祐子・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

赤澤祐子・准教授 編集委員 雑誌 Helicobacter Research

山口直之・准教授 評議員 日本消化器内視鏡学会

山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

三馬　聡・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

三馬　聡・講師 西部会評議員 日本肝臓学会

赤澤祐子・准教授 代議員 日本ヘリコバクター学会
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小澤栄介・病院講師 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

小澤栄介・病院講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

小澤栄介・病院講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

小澤栄介・病院講師 世話人 九州EUS・ERCP研究会

小澤栄介・病院講師 世話人 九州膵研究会

松島加代子・講師 評議員 日本東洋医学会長崎県支部

小澤栄介・病院講師 世話人 九州EDS研究会

小澤栄介・病院講師 世話人（事務局） 長崎胆膵研究会

松島加代子・講師 代議員 日本ヘリコバクター学会

松島加代子・講師 代議員 日本医学教育学会

松島加代子・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

松島加代子・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

松島加代子・講師 専門研修部会長 日本医学教育学会

松島加代子・講師 若手部会員 日本医学教育学会

松島加代子・講師 多様性推進委員会副委員長 日本医学教育学会

松島加代子・講師 臨床研修部会長 日本医学教育学会

橋口慶一・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

橋口慶一・助教 評議員 日本消化器内視鏡学会

松島加代子・講師 女性医師の会世話人 日本消化器病学会九州支部

松島加代子・講師
医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂
に関する調査研究チーム員

日本医学教育学会

荻原久美・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

橋口慶一・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

荻原久美・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・病院長
日本医療研究開発機構
(AMED)

分担
肝炎等克服実用化研究事業
肝硬変患者の予後を含めた実態を把握するた
めの研究

中尾一彦・病院長 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
肝細胞癌に対するCDK4/6阻害薬による抗腫瘍
免疫誘導の基礎検討

中尾一彦・病院長
日本医療研究開発機構
(AMED)

分担
C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者の
アウトカムに関する研究開発

研　究　題　目

中尾一彦・病院長 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究
事業）
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植
に関する研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

中尾一彦・病院長
日本医療研究開発機構
(AMED)

分担
低分子化合物によるヒト肝前駆細胞を用いた
肝硬変治療
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その他
　新聞等に掲載された活動

橋口慶一・助教 テルモ株式会社
自己筋芽細胞シートを用いた消化器再生医療と腹腔鏡デ
リバリーデバイスの開発
（長崎大学重点研究課題）

橋口慶一・助教
放射線災害・医科学研究拠点 共
同利用・共同研究

代表
53BP1蛍光染色を用いた潰瘍性大腸炎における
発癌リスクの検討

赤澤祐子・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
被ばく者癌における遺伝子変異シグネチャー
解析

三馬　聡・講師

山口直之・准教授 厚生労働省 分担
早期食道癌ESD後の食道狭窄に対する細胞シー
ト治療の研究

中尾一彦・病院長
日本医療研究開発機構
(AMED)

分担

再生医療実用化研究事業
表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視鏡
治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせた
革新的な術式の開発

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「植物性ナノ粒子による非アル
コール性脂肪性肝疾患に対する新規薬効成分
の探索」

長崎大学経営管理課 代表
科研Bチャレンジプロジェクト
レンバチニブ耐性肝細胞癌の克服を目指す肝
細胞癌遺伝子変異プロファイルの解析

松島加代子・講師
日本医療研究開発機構
(AMED)

分担
革新的がん医療実用化研究事業
難治性食道がんの治療方針に資する技術開発
に関する研究

赤澤祐子・准教授
放射線災害・医科学研究拠点 共
同利用・共同研究

分担
被ばく者癌における遺伝子変異シグネチャー
解析

三馬　聡・講師 文部科学省 代表
基盤研究(C)
細胞サイズ調節遺伝子によるワールブルグ効
果の破綻を利用した肝細胞癌抑制の研究

荻原久美・助教
放射線災害・医科学研究拠点 共
同利用・共同研究

代表
早期咽頭癌における53BP1蛍光染色による損傷
応答の検討

荻原久美・助教
日本医療研究開発機構
(AMED)

協力

再生医療実用化研究事業
表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視鏡
治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせた
革新的な術式の開発

橋口慶一・助教
日本医療研究開発機構
(AMED)

協力

再生医療実用化研究事業
表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視鏡
治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせた
革新的な術式の開発

佐々木 龍・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「肝細胞癌分子標的薬治療の有害事
象予測モデルを組み合わせた新規効果予測」

福島真典・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「セラミド含有exosomeを介した新規
NASH進展メカニズムの解明」

田渕真惟子・助教
長崎大学ダイバーシティ推進セ
ンター リスタートアップ研究費

代表
全身性強皮症に合併する逆流性食道炎に対す
るボノプラザンの効果

原口雅史・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「生体肝移植後患者に対する電気刺
激療法及びBCAA製剤内服によるランダム化比
較試験」

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連
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　学術賞受賞

赤澤祐子・准教授 寄稿
肝類洞壁細胞研究
会Vol.18

2020年4月
第33回肝類洞壁細胞研究会学
術集会に参加して

松島加代子・講師 トピックス
長崎医学同窓会 朋
百Vol.150

2020年6月 第12回良順教育賞を受賞して

原口雅史・助教 インタビュー
あじさいプロジェ
クト

2020年9月18日
私たちのワークライフバラン
ス実践術〈No.20〉共家事・共
育児で、共に教員

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

松島加代子・講師 良順教育賞 長崎大学 医学教育に貢献

山口直之・准教授
橋口慶一・助教
荻原久美・助教

手術数でわかるいい病院　全
国＆地方別ランキング

週刊朝日MOOK 2020年3月

食道がん内視鏡治療データ全
国ランキング26位
胃がん内視鏡治療データ地方
別ランキング（九州・沖縄）5
位
大腸がん内視鏡治療データ地
方別ランキング（九州・沖
縄）5位

福島真典・助教
2019年度 初期臨床研修医指導
フィードバック賞

長崎大学

令和元年度における初期臨床
研修医の指導において作成し
たフィードバックシートが他
の模範となる優れた内容で
あった

佐々木 龍・助教 沖田賞 肝癌分子標的治療研究会

Response to Lenvatinib Is
Associated with Optimal
RelativeDose Intensity in
Hepatocellular Carcinoma:
Experience in Clinical
Settings, Cancers 2019, 11,
1769;
doi:10.3390/cancers11111769

福島真典・助教 優秀演題賞 日本肝移植学会
成因不明非代償性肝硬変に対
する肝移植後は高率にNASHを
発症する
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